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■学習情報について

河川水位に対する警戒レベル（５段階）を付した
避難情報と住民がとるべき行動の関連性

避難情報（避難勧告等）の発令や避難所開設をお
知らせする「水防信号（サイレン）の運用」

災害時に慌てずに避難できるよう平常時に作成す
る「大雨（台風）対応マイ・タイムライン」

自宅の災害リスクととるべき行動を平常時に確
認する「避難行動判定フロー」

大雨（台風）対応マイ・タイムライン、避難行動判定フロー、水防信号とは、河川の水
位と避難するタイミングの目安、などの学習情報について平常時に確認や作成することで、
どのような情報で、いつどこへ避難するのかを事前に学習し災害時の避難行動につなげま
す。

■ハザードマップの内容

・想定し得る最大規模の大雨での洪水が発生した場合の浸水範囲と浸水深
・家屋倒壊等氾濫想定区域（エリア外に避難か垂直避難が可能かの検討）
・市指定避難所（駐車可能台数）・福祉避難所
・河川の水位と避難するタイミングの目安（河川水位と避難情報の意味や関係性を理解）
・水位観測所・危機管理型水位計
・水防信号についての説明（消防団等が鳴らすサイレンの意味を理解）
・大雨(台風)対応マイ・タイムライン（避難行動を事前確認し災害に備える）
・避難行動判定フロー（市の開設した避難所への避難のみが避難ではない）など

■ハザードマップ改訂

本市における河川洪水ハザードマップは、これまで数十年に１回程度の大雨（河川の
計画規模）を想定し、福島県により公表された洪水浸水想定区域を基に作成しておりま
した。
しかし、想定を超える浸水被害が多発したことから、国において平成27年に洪水浸水

想定の基準を1,000年に１回程度の大雨（想定し得る最大規模）に見直す水防法の改正さ
れました。想定最大規模の浸水想定へ見直されたことにより、「従来の浸水想定区域」
と比較して「新たな浸水想定区域」は拡大することとなります。
福島県が浸水想定区域の見直しを行った水系から順次、河川洪水ハザードマップの改

訂を行っております。
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■ハザードマップの配布場所等

・いわき市役所本庁５階の河川課及び各支所等
・いわき市公式ホームページからもダウンロード可能です。
http://www.city.iwaki.lg.jp/www/genre/1534907391781/index.html

いわき市HP
いわき市 河川洪水ハザードマップ 検索



■ハザードマップの見方■ハザードマップの見方
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洪水のおそれがある時に避
難可能な避難所、浸水で車
両の乗入れが不可能な避難
所、使用不可の避難所に分
けて表示

河川の水位による避難
情報発令の基準となる
水位観測所の表示

1,000年に１回程度の確率の
大雨(想定し得る最大規模)
での洪水が発生した場合の
浸水範囲と浸水深を表示

洪水時に家屋が倒壊する恐
れがあるため、早期の立退
き避難が必要な区域の表示

家屋倒壊等はん濫想定区域

想定し得る最大規模の浸水範囲
水位観測所

自家用車での早期避難
の参考となる避難所の
駐車可能台数の表示
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